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1 はじめに
近年の大規模な自然災害の頻発に伴い、大規模災害発生

時に有効な情報提供システムの研究が行われており，災害発
生時に GIS（地理情報システム）を使ったシステムは災害
状況を把握するのに大変有効である.しかしながら，これま
での GISを使ったシステムは災害状況の画像や映像情報を
直接 GISに取り込む環境が出来ておらず，人間が手動で登
録しなければならなかった．そこで本研究は，モバイルネッ
トワークを用いて国土地理院の電子国土 [1]を利用し，災害
時の道路状況を全方位カメラを用いて自動的に蓄積，管理
し利用者の求める情報をインタラクティブに登録および検
索を行うシステムを提案する.

2 システム構成

図 1:システム構成

本研究におけるシステム構成を図１に示す.
本システムのい道路状況は,車に搭載された全方位映像カメ
ラにより 360度の広範囲をキャプチャした映像をモバイル
ルータにより,携帯電話網や無線 LAN網を使用し,情報サー
バーに転送し登録を行い,利用者の検索要求に基づき電子国
土の地図上に道路状況の重ね合わせを行う．

2.1 システムアーキテクチャ
図２に本システムのアーキテクチャを示す. 本システム

は以下に示すように,

• MC(Mobile Client):車に搭載し映像を収集する

• IS(Information Server):電子国土をベースとし集めら
れた情報を処理する

• RC(Reference Client):ISに集められた情報を参照する

以上 3つのサイトから構成されている.
MC は全方位映像ミドルウェアシステム [2][3] を利用し

全方位カメラによって,道路状況について全方位画像の撮影
を行う.さらに GPSからの位置情報の取得や気温等の周辺
の情報の収集を行い,取得されたデータは ISとの通信状況
を判断する transferモジュールによってリアルタイムでの
送信を行うか一時的に保存されるか選択される. ISはMC
から送られた各種データをDBに保存し,得られたデータに
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基づき電子国土サイトを構成する.RCはWEBブラウザを
通して ISで構築された電子国土サイトに対し必要な情報に
アクセスを行う.

図２：システムアーキテクチャ

2.2 モバイルルータシステム

図３：モバイルルータシステム

モバイルルータシステム [4]は MCが自由に移動をして
も常に通信経路が確保されるシステムである.この概要図を
図３に示す.
ホームエージェントが外部エージェントが存在している

ネットワーク情報を管理し,外部エージェントは自身につな
がるモバイルルータのネットワーク情報の管理を行う. モバ
イルルータを使用し通信する場合には,あらかじめ利用者が
設定した通信ポリシーに基づき複数の通信経路媒体の中か
ら通信デバイスを選択する.そして,選択された経路での通
信中に何らかの理由により通信が切断された場合も、通信
ポリシーにより再度通信可能な経路が選択される.

2.3 電子国土サイト
図４は MC から送られたデータを登録した IS が電子国

土を用いて情報提供を行う仕組みを表わした図である. 情
報提供までの流れを以下に記述する.

1. 利用者は電子国土サイトを公開しているサーバに求め
る情報の要求を出す.

2. ISは要求に基づき地図データを持つ電子国土に要求を
転送する.

4-519

6U-6

情報処理学会第68回全国大会



3. ２と同時に利用者に対し図４の基本フォーマットに示
す電子国土が定めた XML形式である JSGI形式で各
種情報を利用者に送信する.

4. 利用者は２と３で得られ, 重ねあわされたデータをブ
ラウザ上に表示される.

図 4：電子国土サイト構成

3 システムの機能
図５は MC と IS との通信管理アルゴリズムによる通信

判断のフローを示す.
　 MC が自身の Transfer module に対し通信要求を出す
と,Transfer moduleはあらかじめ設定された時間間隔で IS
側のTransfer moduleに対し Pingを送り,この送った Ping
がユーザが指定した間,応答が継続中は通信が可能と判断を
行う.途中で何回か応答が帰ってこない場合には通信が不可
能と判断をし MC に対して送信を止め, 映像の蓄積を行う
よう要求する.その後,再び通信が可能と判断された場合は
蓄積された映像の送信を行う.

図 5-1：通信判断のフロー (リアルタイム通信の場合)

図 5-2：通信判断のフロー (通信が途切れた場合)

4 プロトタイプシステム
本研究で提案するモバイルルータを用いた全方位映像によ

る道路状況提供システムの性能評価のためにプロトタイプシ
ステムの構築を行う. IS,MC,RCともにOSはWindowsXP
pro を使用し,MCは JAVA 1.4.2,ISは PHP 5.0.5, MySQL
4.1にて開発し,RCは Internet Explorer 6.0を利用する. 通
信環境に関しては IEEE802.11bの無線ＬＡＮカード,CDMA

1X EV-DOデータ通信カードでモバイルルータを構成する.
実験に関しては,ノート PCに,全方位カメラ,GPS,モバイ
ルルータを接続し,それらを車に搭載し大学周囲の道路状況
の収集,蓄積を行い,自動転送機能や蓄積機能の評価を行う.

図 6：プロトタイプシステム

5 性能評価

図 7：電子国土サイトイメージ
本研究では,プロトタイプシステムに対し以下の点において
の評価を行う.

1. MCに対して,実際に収集した映像のフレームレート,
映像を送信する際の使用している帯域, モバイルルー
ターシステムの通信の切り替え, 映像蓄積機能のレス
ポンスの測定を行う.

2. ISに対し,データを蓄積できる容量や,データの反映に
かかる時間等を測定する.

3. 本システムを用いて実際にサービスの提供を行い, 利
用者から見た電子国土サイトのサービスについてのア
ンケートを行う.

6 まとめ
本稿では全方位カメラと電子国土を用いたGISの提案を

行し,システムの概要と機能について述べた,また今後先ほ
ど述べた本システムについての性能評価を行う.
本システムはシステムの概要で述べた災害時以外にも,積雪
量や凍結情報の確認,道路状況収集以外には観光情報の収集
などの使い方も考えられ,地域の活性化にも貢献できるもの
と考えられる.
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